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LMC6762
デュアルマイクロパワーフルスイング入力
CMOSコンパレータプッシュプル出力タイプ

概要概要概要概要

LMC6762は、1 個あたり10μA(最大 )の低消費電流のデュア
ル CMOSコンパレータです。＋ 2.7Vから＋ 15Vまでの広い電源
電圧範囲で動作するように設計されています。LMC6762は、3V
デジタルシステムの要求に合わせるため、2.7V 時の規格を保証
しています。

LMC6762 は両電源電圧を超えた入力同相電圧範囲となってい
ますので、低電圧アプリケーションに特に有利です。プッシュプル
出力は、プルアップ抵抗無しでロジックデバイスを直接接続するこ
とができます。

＋ 5V時、50μWの静止消費電力は LM6762にとって、携帯電
話やハンドヘルド機器に最適です。超低消費電流は電源電圧と
は無関係で一定です。＋2.7Vとフルスイング特性の動作保証は、
バッテリ駆動アプリケーションには理想的なデバイスといえます。

このデバイスのオープンドレインバージョンについては、LMC6772
のデータシートを参照ください。

特長特長特長特長
(特記がない限り、代表値 )

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

■ 低消費電力 :  IS＝ 10 μA/comp (MAX)

■ 広い電源電圧範囲 : ＋ 2.7V～＋ 15V

■ フルスイング同相入力電圧範囲

■ フルスイング出力振幅 : 電源に対して 100mV以内

(＠ V＋＝ 2.7V、ILOAD＝ 2.5mA)

■ 短絡保護回路付 : 40 mA

■ 伝搬遅延時間

       (@V＋＝ 5V、100mVオーバドライブ ):                          4 μs

■ ノートPC、ラップトップ PC

■ 移動体通信端末、PDC、PHS、トランシーバ

■ ハンディメータシステム

■ 携帯用電子機器

■ RCタイマ

■ アラームとモニタ回路

■ ウインドウコンパレータ、マルチバイブレータ

ピン配置図ピン配置図ピン配置図ピン配置図

Top View

代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション

Zero Crossing Detector

8-Pin DIP/SO

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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62 絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

動作定格動作定格動作定格動作定格 (Note 1)

2.7V 電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2。太文字表記のリミット値は全動作温度範囲太文字表記のリミット値は全動作温度範囲太文字表記のリミット値は全動作温度範囲太文字表記のリミット値は全動作温度範囲
で適用で適用で適用で適用されます。

ESD耐圧 (Note 2) 2000V

差動入力電圧 (V＋ )＋ 0.3V～ (V－ )－ 0.3V

入出力ピン電圧 (V＋ )＋ 0.3V～ (V－ )－ 0.3V

電流電圧 (V＋ – V－ ) 16V

入力ピン電流 ± 5 mA

出力ピン電流 (Note 3、7) ± 30 mA

電源ピン電流 40 mA

リード温度 (ハンダ付、10秒 ) 260℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

接合部温度 (Note 4) 150℃

電源電圧 2.7≦ VS≦ 15V

接合部温度範囲

LMC6762AI、LMC6762BI － 40℃≦ TJ≦＋ 85℃

熱抵抗 (θJA)

Nパッケージ、8ピン・モールドDIP 100℃ /W

Mパッケージ、8ピンSOP 172℃ /W

Symbol Parameter Conditions
Typ

(Note 5)

LMC6762AI LMC6762BI Units

Limit Limit

(Note 6) (Note 6)

VOS Input Offset Voltage 3 5 15 mV

8 18 max

TCVOS Input Offset Voltage 2.0 μV/℃

Temperature Drift

Input Offset Voltage (Note 8) 3.3 μV/Month

Average Drift

IB Input Current 0.02 pA

IOS Input Offset Current 0.01 pA

CMRR Common Mode Rejection Ratio 75 dB

PSRR Power Supply Rejection Ratio ± 1.35V＜ VS＜± 7.5V 80 dB

AV Voltage Gain (By Design) 100 dB

VCM Input Common-Mode CMRR＞ 55 dB 3.0 2.9 2.9 V

Voltage Range 2.7 2.7 min

－ 0.3 － 0.2 － 0.2 V

0.0 0.0 max

VOH Output Voltage High ILOAD＝ 2.5 mA 2.5 2.4 2.4 V

2.3 2.3 min

VOL Output Voltage Low ILOAD＝ 2.5 mA 0.2 0.3 0.3 V

0.4 0.4 max

IS Supply Current For Both Comparators 12 20 20 μA

(Output Low) 25 25 max
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5Vとととと15V 電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、 V＋＝ 5V と15V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2。太文字表記のリミット値は全動作温度太文字表記のリミット値は全動作温度太文字表記のリミット値は全動作温度太文字表記のリミット値は全動作温度
範囲で適用範囲で適用範囲で適用範囲で適用されます。

Symbol Parameter Conditions
Typ

(Note 5)

LMC6762AI LMC6762BI

UnitsLimit Limit

(Note 6) (Note 6)

VOS Input Offset Voltage 3 5 15 mV

8 18 max

TCVOS Input Offset Voltage V＋＝ 5V 2.0 μV/℃

Temperature Drift V＋＝ 15V 4.0

Input Offset Voltage V＋＝ 5V (Note 8) 3.3 μV/Month

Average Drift V＋＝ 15V (Note 8) 4.0

IB Input Current V＝ 5V 0.04 pA

IOS Input Offset Current V＋＝ 5V 0.02 pA

CMRR Common Mode V＋＝ 5V 75 dB

Rejection Ratio V＋＝ 15V 82 dB

PSRR Power Supply Rejection Ratio ± 2.5V＜ VS＜± 5V 80 dB

AV Voltage Gain (By Design) 100 dB

VCM Input Common-Mode V＋＝ 5.0V 5.3 5.2 5.2 V

Voltage Range CMRR＞ 55 dB 5.0 5.0 min

－ 0.3 － 0.2 － 0.2 V

0.0 0.0 max

V＋＝ 15.0V 15.3 15.2 15.2 V

CMRR＞ 55 dB 15.0 15.0 min

－ 0.3 － 0.2 － 0.2 V

0.0 0.0 max

VOH Output Voltage High V＋＝ 5V 4.8 4.6 4.6 V

ILOAD＝ 5mA 4.45 4.45 min

V＋＝ 15V 14.8 14.6 14.6 V

ILOAD＝ 5 mA 14.45 14.45 min

VOL Output Voltage Low V＋＝ 5V 0.2 0.4 0.4 V

ILOAD＝ 5 mA 0.55 0.55 max

V＋＝ 15V 0.2 0.4 0.4 V

ILOAD＝ 5 mA 0.55 0.55 max

IS Supply Current For Both Comparators 12 20 20 μA

(Output Low) 25 25 max

ISC Short Circuit Current Sourcing 30 mA

Sinking, VO＝ 12V 45

(Note 7)
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62 AC電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2。太文字表記のリミット値は全動作温度太文字表記のリミット値は全動作温度太文字表記のリミット値は全動作温度太文字表記のリミット値は全動作温度
範囲で適用範囲で適用範囲で適用範囲で適用されます。

Note 1: 絶対最大定格とは、ICに破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。動作条件とは ICが機能する条件をいいますが、性能の規格値を保証す
るものではありません。仕様および試験条件の保証値に関しては電気的特性を参照して下さい。保証する規格項目は、記載される試験条件下でのみ
適用されます。

Note 2: 試験回路は、人体モデルにもとづき直列抵抗 1.5kΩと100pFのコンデンサから成る回路を使用しています。

Note 3: 単一電源の場合にも両電源の動作に適用します。周囲温度上昇時に連続短絡状態になると150℃の最大許容接合部温度を超えることがあります。
± 30mAを超える出力短絡電流が長時間続くと信頼性が低下する可能性があります。

Note 4: 最大許容消費電力 PDは、TJ(max)、θJA、TA (周囲温度 )の関数です。任意の周囲温度における最大許容消費電力 PDは、PD＝ (TJ(max)
－TA)/θJAで表されます。すべての数値は、PCボードに直接ハンダ付けするパッケージに適用されます。

Note 5: Typ値は平均的代表値。

Note 6: リミット値はすべて試験又は統計解析による保証がされています。

Note 7: V＋が 12V以上の時、出力ピンをV＋に短絡させないでください。信頼性が劣化します。

Note 8: 入力オフセット電圧アベレージドリフトは、加速寿命 VOSドリフトを等価寿命時間で除算することにより計算されています。入力条件のワーストケーストでの
入力オフセット電圧の変動をあらわします。

Note 9: CLはプローブやテスト治具の容量を含んでいます。

Note 10: ライズタイム、フォールタイム、伝搬遅延時間は 2V入力ステップで測定されます。

代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性 特記のない限り、V＋＝ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。

Symbol Parameter Conditions Typ
(Note 5)

LMC6762AI LMC6762BI Units

Limit Limit

(Note 6) (Note 6)

tRISE Rise Time f＝ 10 kHz, CL＝ 50 pF, 0.3 μs

Overdrive＝ 10 mV (Note 9, 10)

tFALL Fall Time f＝ 10 kHz, CL＝ 50 pF, 0.3 μs

Overdrive＝ 10 mV (Note 9, 10)

tPHL Propagation Delay f＝ 10 kHz, Overdrive＝ 10 mV 10 μs

(High to Low) CL＝ 50 pF Overdrive＝ 100 mV 4 μs

(Note 9, 10)

V＋＝ 2.7V, Overdrive＝ 10 mV 10 μs

f＝ 10 kHz,

CL＝ 50 pF Overdrive＝ 100 mV 4 μs

(Note 9, 10)

tPLH Propagation Delay f＝ 10 kHz, Overdrive＝ 10 mV 6 μs

(Low to High) CL＝ 50 pF Overdrive＝ 100 mV 4 μs

(Note 9, 10)

V＋＝ 2.7V, Overdrive＝ 10 mV 7 μs

f＝ 10 kHz,

CL＝ 50 pF Overdrive＝ 100 mV 4 μs

(Note 9, 10)

Supply Current vs Supply
Voltage (Output High)

Supply Current vs Supply
Voltage (Output Low)

Input Current vs
Common-Mode Voltage
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代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性 特記のない限り、V＋＝ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。 (つづき )

Input Current vs
Common-Mode Voltage

Input Current vs
Common-Mode Voltage

Input Current
vs Temperature

ΔΔΔΔVOS vs ΔΔΔΔVCM ΔΔΔΔVOS vs ΔΔΔΔVCM ΔΔΔΔVOS vs ΔΔΔΔVCM

Output Voltage vs
Output Current (Sourcing)

Output Voltage vs
Output Current (Sourcing)

Output Voltage vs
Output Current (Sourcing)
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62 代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性 特記のない限り、V＋＝ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。 (つづき )

Output Voltage vs
Output Current (Sinking)

Output Voltage vs
Output Current (Sinking)

Output Voltage vs
Output Current (Sinking)

Output Short Circuit Current
vs Supply Voltage (Sourcing)

Output Short Circuit Current
vs Supply Voltage (Sinking)

Response Time for
Overdrive (tPLH)

Response Time for
Overdrive (tPHL)

Response Time for
Overdrive (tPLH)

Response Time for
Overdrive (tPHL)
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代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性 特記のない限り、V＋＝ 5V、単一電源、TA＝ 25℃。 (つづき )

Response Time for
Overdrive (tPLH)

Response Time for
Overdrive (tPHL)

Response Time vs
Capacitive Load
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62 アプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒント

1.0入力同相電圧範囲入力同相電圧範囲入力同相電圧範囲入力同相電圧範囲

LMC6762は、2.7V、5V、15V、において、両レールを越える入
力同相範囲となっています。オペアンプの場合の CMVRはデバ
イスの同相範囲に対してコンパレータの VOSシフトで定義されま
す。75dB(Typ値 )の CMRR(ΔVOS /ΔVCM )はデバイスの全同
相範囲に対して 1mV 以下のシフトを伴います。V＋＝ 5Vでの
絶対最大入力電圧は、常温で両電源レールの範囲から 200mV
超えたものです。

1

FIGURE 1.   入力信号が入力信号が入力信号が入力信号が LMC6762の電源電圧を超えてもの電源電圧を超えてもの電源電圧を超えてもの電源電圧を超えても
出力位相は反転しません。出力位相は反転しません。出力位相は反転しません。出力位相は反転しません。

広い入力電圧範囲の意味は、信号をグラウンドから電源レールま
でセンスできることです。この特性は、電源モニタリング回路で非
常に有効な特性です。

両電源電圧を超える入力同相電圧範囲、20fAの入力電流 (Typ
値 )と高入力インピーダンスは LMC6762にとって、センサアプリ
ケーションに理想的なコンパレータといえます。LMC6762はアンプ
またはバイアス回路を使うことなく、センサを直接インタフェースで
きます。10mV から 100mV を出力するセンサ回路において、
LMC6762は小さな基準電圧でセンサ信号を比較できます。この
基準電圧は、グラウンドまたは＋電源圧レールの近くに設定が可
能です。

2.0低電圧動作低電圧動作低電圧動作低電圧動作

コンパレータはデジタル回路においてアナログ信号とインタフェース
をとるためによく用いられるデバイスです。LMC6762は 3Vデジタ
ルシステムの要求を満たす特性を損なわずに2.7Vの電源電圧で
動作するように設計されています。

2.7V の電源電圧において同相電圧範囲は負電源 (グラウンド )
以下 200mVまで保証しています。この特性により、正電源電圧
近くの信号をセンスできることに加えて、低電源電圧アプリケー
ションにおいて非常に使いやすくなっています。

2

FIGURE 2.   2.7Vの低電源電圧でさえ、電源電圧を超えたの低電源電圧でさえ、電源電圧を超えたの低電源電圧でさえ、電源電圧を超えたの低電源電圧でさえ、電源電圧を超えた
入力信号は位相反転することなく出力されます。入力信号は位相反転することなく出力されます。入力信号は位相反転することなく出力されます。入力信号は位相反転することなく出力されます。

＋ 2.7V 動作の伝搬遅延時間は、100mVオーバドライブで tPLH
＝ 4μsと tPHL＝ 4μsです。これ以外の拡張特性については、
特性曲線を参照してください。

3.0シュートスルー電流シュートスルー電流シュートスルー電流シュートスルー電流
シュートスルー電流は ICの正電圧と負電圧の間の静止電流を超
えるサージ電流として定義され、出力のステートがスイッチすると、
サージ電流が発生します。この過渡的なスイッチ電流は電源電
圧の不具合の結果として表れます。通常、電源ラインの不具合
はバイパスコンデンサによって防止されます。スイッチ電流が非常
に少ない場合は、バイパスコンデンサの値を減らすことができま
す。

3

FIGURE 3.   シュートスルー電流の測定回路シュートスルー電流の測定回路シュートスルー電流の測定回路シュートスルー電流の測定回路
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アプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒント（つづき）
4

FIGURE 4.   シュートスルー電流の測定値シュートスルー電流の測定値シュートスルー電流の測定値シュートスルー電流の測定値

Figure 3 および Figure 4  よりLMC6762のシュートスルー電流は
0.2mA(typ) になるように計算でき、持続期間は 1μs です。バイ
パスコンデンサの必要な値は次の様に計算できます。

Area of Δ ＝ 1/2 (1 μs× 200 μA)

＝ 100 pC

もし、バイパスコンデンサが 100pCの電荷を供給する必要がある
時は、電源電圧 VCCの低下を防ぐためにコンデンサの最小値は
次のように計算されます。システムが許容できる最大電圧降下を
100mVとすると、

ΔQ ＝ C * (ΔV)

→ C ＝ (ΔQ/ΔV)

＝ 100 pC/100 mV

＝ 0.001 μF

このように LMC6762の内部貫通電流を小さくするには、バイパス
コンデンサの値をより小さくする必要があります。精度が要求され
ないアプリケーションでは、コンデンサの値を小さくすることでボー
ド面積及びコストを抑えることができるため、かなりの利点となりま
す。

ここではコンパレータのスレッショルドのシフトの原因となる過渡電
流による電源電圧の微少変動は意味がありません。このスレッ
ショルドのシフトは、コンパレータの高 PSRRにより減らすことができ
るからです。しかし、この場合の適切な PSRR の値は過渡的
PSRR であり DC PSRR ではありません。過渡的 PSRR は DC
PSRRよりかなり小さい値です。

一般に電源電圧の変動電圧をコンパレータのヒステリシスと等し
くするかそれ以下にすることが重要です。例えば、50mVのヒス
テリシスを持つコンパレータならば、適切にバイパスコンデンサの
値を 0.01μFに増加させ電圧変動を 10mVに減少させます。

4.0出力短絡回路電流出力短絡回路電流出力短絡回路電流出力短絡回路電流

LMC6762 は 40mA の短絡保護回路を有しています。しかしな
がら過渡電圧や電流スパイク、電源電圧を超えた電圧の短絡な
どの連続短絡に耐える設計にされていません。出力に直列に抵
抗を入れ短絡の影響を減らすべきでしょう。電源間にダイオードを
入れたりバリスタを使って基板に保護デバイスを追加し、出力に
流れないようにしなければなりません。

5.0ヒステリシスヒステリシスヒステリシスヒステリシス

もし入力信号が非常に多くのノイズを含んでいれば、入力信号が
スレッショルドを繰り返し超えると、コンパレータの出力は何回か誤
作動するかもしれません。この問題は下図のヒステリシス特性を
使うことにより処理できます。

5

FIGURE 5.   正帰還によるヒステリシス回路正帰還によるヒステリシス回路正帰還によるヒステリシス回路正帰還によるヒステリシス回路

スイッチングスピードを早め、より短いヒステリシス期間を得るため、
帰還抵抗にコンデンサ CFを並列に配置します。これで回路の耐
ノイズ特性を改善できます。

6.0スパイススパイススパイススパイスマクロモデルマクロモデルマクロモデルマクロモデル

LMC6762 のスパイスマクロモデルは次のシミュレーションが可能
です。それ以外の多くの特性も含まれています。

• 入力同相電圧範囲

• 待機時および動作時の消費電流

• 入力オーバドライブ特性

代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション

ワンショットワンショットワンショットワンショットマルチマルチマルチマルチバイブレータバイブレータバイブレータバイブレータ

6

FIGURE 6.   ワンショットワンショットワンショットワンショットマルチマルチマルチマルチバイブレータバイブレータバイブレータバイブレータ
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単安定マルチバイブレータは、無期限の 1 つの安定状態を作れ
ます。他の準安定状態へ外部からトリガできます。単安定マルチ
バイブレータは任意のパルス幅を発生させることができます。

任意のパルス幅は C2とR4を選ぶことによってセットされます。R1
と R2の抵抗分圧回路は入力トリガーパルスの大きさを決定する
ためのものです。LMC6762 は、V1 ＜ V2の時状態が変わりま
す。ダイオードD2はパルスの終端でリセットするため C2をすばや
く放電します。ダイオードD1はグラウンド以下で駆動しても非反転
入力に入らないようにするためのものです。

双安定双安定双安定双安定マルチバイブレータマルチバイブレータマルチバイブレータマルチバイブレータ

7

FIGURE 7.   双安定双安定双安定双安定マルチバイブレータマルチバイブレータマルチバイブレータマルチバイブレータ

双安定マルチバイブレータは 2 つの安定状態を作れます。基準
電圧は、R2とR3の分圧回路でセットアップされます。SET端子
にパルスが入るとコンパレータの出力はHになります。R1、R4と
R5の抵抗分圧回路は基準電圧より大きな非反転入力電圧にク
ランプされます。RESET端子にパルスが入ると出力は Lになりま
す。

ゼロクロスゼロクロスゼロクロスゼロクロスディテクタディテクタディテクタディテクタ

8

FIGURE 8.   ゼロクロスゼロクロスゼロクロスゼロクロスディテクタディテクタディテクタディテクタ

R4とR5の分圧回路で非反転入力が基準電圧V1となります。R1
とR2の直列抵抗は、R5と等価であり、コンパレータは VIN＝ 0
の時スイッチされます。ダイオードD1はV3が－ 0.7V以下になら
ないようにしています。R2とR3の分圧回路はV2がグラウンド以
下にならないようにします。少量のヒステリシスによって速い出力
電圧変位動作を保証します。

オシレータオシレータオシレータオシレータ

9

FIGURE 9.   方形波発振器方形波発振器方形波発振器方形波発振器

Figure 9 は LMC6762の方形波発振器回路例です。ループの総
ヒステリシスは、R1、R2とR3でセットされます。R4とR5は分割
充電とコンデンサの放電時間を調整します。充電時間は R4とD1
を通じてセットされます。したがって、パルス幅 t1は R4とCの RC
時定数で決定されます。同様に、コンデンサの放電時間は R5と
D2でセットされます。つまり、時間 t2は R5の設定によって変わり
うるパルス間隔を指し、パルス幅は R4で調整できます。出力の
周波数はR4とR5の両方を変化させることによって変えることがで
きます。
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FIGURE 10.   タイムディレー発生器タイムディレー発生器タイムディレー発生器タイムディレー発生器

この回路は、基準時間から規定されたインタバル時間で信号が出
力され、入力がグラウンドに戻ったとき、出力は自動的にリセットさ
れます。VIN＝ 0の状態の時、コンパレータ 4の出力もまたグラ
ウンドに落ちます。同じく、コンパレータ3、2、1の出力もグラウン
ドに落ちます。入力信号が入った時、コンパレータ4の出力はH
にスイングされ、Rを通じて指数関数的に充電されます。

VC1が基準電圧 VA 、VB 、VCの電位より上がった時、コンパ
レータ1、2、3の出力電圧はHにスイッチされます。RC時定数
が長いディレータイムに設定された場合は、速いスイッチングを保
証するためにヒステリシスが小さいことが必要とされています。

製品情報製品情報製品情報製品情報

Package Temperature Range NSC Drawing Transport

－－－－ 40℃～＋℃～＋℃～＋℃～＋ 85℃℃℃℃ Media

8-Pin Molded DIP LMC6762AIN, LMC6762BIN N08E Rails

8-Pin Small Outline LMC6762AIM, LMC6762BIM M08A Rails

LMC6762AIMX, LMC6762BIMX M08A Tape and Reel
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62 外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 特記のない限りinches(millimeters)

8-Pin Small Outline Package
Order Number LMC6762AIM, LMC6762BIM, LMC6762AIMX or LMC6762BIMX

NS Package Number M08A

8-Pin Molded Dual-In-Line Package
Order Number LMC6762AIN or LMC6762BIN

NS Package Number N08E
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生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル�

ナショナルナショナルナショナルナショナルセミコンダクターセミコンダクターセミコンダクターセミコンダクタージャパン株式会社ジャパン株式会社ジャパン株式会社ジャパン株式会社
本社／〒本社／〒本社／〒本社／〒 135-0042 東京都江東区木場東京都江東区木場東京都江東区木場東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

http://www.national.com/JPN/

その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用下さい。

0120-666-116
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